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【要約】北海道の先住民として知られるアイヌ民族は、文字を持たない民族である。また、日本と

は異なった自然観を持ち、独自の文化を形成している。そこで、私たちは口承されてきたアイヌ民

族の民譚をテキストマイニングすることで傾向を読み取ろうとした。その結果、アイヌ文献は日本

昔話と比べて人称名詞が少ないこと、ウエペケㇾはカムイユカㇻと比べて動詞の種類が少なく名

詞が多いことなどが分かった。

1.研究内容
　アイヌ語の文献をテキストマイニングし、特徴や傾向を調べた。日本昔話とアイヌ文献の比較、

ウエペケㇾ(散文)とカムイユカㇻ(韻文)の比較から、それぞれの特徴を分析した。

2.研究手法
　国立国語研究所が運営しているアイヌ語口承文芸コーパスに、38作のアイヌ文献が掲載され
ている。そのうちの計29作の逐語訳データを収集した。また、青空文庫より、日本昔話を12作収
集した。それらを、ユーザーローカルが提供しているAIテキストマイニングツールを利用し、異な
る2種類の文書を解析・比較することで、傾向を調べた。

3.結果と考察

日本昔話 アイヌ文献

人称の名詞が多い 人称の名詞が少ない

　 　　

ウエペケㇾ カムイユカㇻ

動詞の種類・頻度が少ない
名詞が多い

動詞の種類・頻度が多い
名詞が少ない

　日本昔話とアイヌ文献の比較より、日本昔話は三人称のものが多く、アイヌの物語は一人称の

ものが多いと推測した。実際にアイヌ文献には、伝聞の形が取られているものが多くあった。アイ

ヌ文献が1人称で多く語られるのは、3人称視点であると複雑になってしまう点、また、口承が前
提である点にあるのではないかと考察した。

　また、ウエペケㇾとカムイユカㇻの比較より、韻文であるカムイユカㇻは音節が決まっていること

から、文の構造が散文のウエペケㇾと比べて単純になっていると推測した。カムイユカㇻは主語

動詞の優先順位が高くなり、動詞の種類や頻度が増加する。また、ウエペケㇾは自由な文章を作

成できるため、修飾などが増え、それに伴い名詞も増加する。このような関係にあると考察した。


